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在
日
ご
遺
族
の
DNA
調
査 

 

～
「
私
に
は
二
人
の
父
親
が
い
た
」
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
  

共
同
代
表 
内
岡
貞
雄 

 

☆
は
じ
め
に 

 

２
０
１
７
年
１
月
13
日
（
金
）
、
和
歌
山
県
の
在

日
ご
遺
族
・
權
栄
吉
さ
ん
（
犠
牲
者
・
權
道
文
〈
ク

ォ
ン
ド
ム
ン
〉
息
子
）
を
訪
ね
た
。
訪
問
の
目
的
は

栄
吉
さ
ん
の

DNA
採
取
を
行
う
こ
と
だ
が
、
昨
年
九
月

に
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
栄
吉
さ
ん
は
少
し
認
知
症
が

あ
る
よ
う
で
、
多
少
の
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
し
か

し
、
栄
吉
さ
ん
の
甥
・
藤
井
潔
さ
ん
（
京
都
在
住
）

に
同
行
い
た
だ
い
た
の
で
心
強
か
っ
た
。
後
日
、
潔

さ
ん
の
妻
が
「
夫
は
、
首
の
痛
み
や
頸
椎
の
状
態
が

あ
ま
り
良
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
刻
む
会
』

の
お
役
に
立
つ
な
ら
ば
と
、
少
々
無
理
を
し
て
ご
一

緒
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。
本
当
に

有
り
難
い
こ
と
だ
。
当
日
、
JR
和
歌
山
駅
付
近
で
人

身
事
故
が
発
生
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
、
急
遽
、
車

で
京
都
と
栄
吉
さ
ん
宅
を
往
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

車
の
運
転
を
買
っ
て
出
て
く
だ
さ
っ
た
北
澤
さ
ん

（
藤
井
さ
ん
の
友
人
）
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

☆
DNA
検
体
を
慎
重
に 

 

昨
年
７
月
、
韓
国
遺
族
会
総
会
（
テ
グ
）
で
実
施

さ
れ
た
一
回
目
の

DNA
結
果
が
、
う
ま
く
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
栄
吉
さ
ん
の

DNA
検
体
は
丁
寧

に
慎
重
に
行
う
。
口
腔
内
（
ほ
っ
ぺ
た
の
内
側
）
を

「
検
査
キ
ッ
ト
」
（
綿
棒
）
で
軽
く
こ
す
る
よ
う
に

し
て
、
左
と
右
の
頬
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
回
ほ
ど
綿
棒

で
こ
す
っ
て
も
ら
っ
た
。
栄
吉
さ
ん
の
妻
、
娘
さ
ん
、

お
孫
さ
ん
も
遠
巻
き
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
数

分
後
、
「
バ
ッ
チ
リ
！
」
の
合
図
で
、
検
体
は
無
事

終
了
し
た
。 

 

☆
「
新
し
い
証
言
」 

 

栄
吉
さ
ん
は
、
２
０
１
３
年
（
71
周
年
）
と
翌
年

の
72
周
年
追
悼
式
に
参
列
さ
れ
た
。
「
朝
鮮
人
合
宿

所
」
の
場
所
特
定
を
は
じ
め
、
浜
中
集
会
所
の
北
側
、

溜
め
池
の
す
ぐ
近
く
に
朝
鮮
人
が
暮
ら
す
数
軒
の
バ

ラ
ッ
ク
小
屋
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
後
に
、

そ
の
一
軒
が
、
山
口
武
信
元
代
表
（
故
人
）
が
家
庭

訪
問
を
行
っ
た
生
徒
さ
ん
の
お
宅
で
あ
る
。
こ
の
頃

か
ら
山
口
先
生
の
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
の
本
格
的
な

調
査
が
始
ま
る
（
１
９
７
０
年
代
初
頭
）
。 

 

栄
吉
さ
ん
か
ら
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
証
言
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
「
犠
牲
と
な
っ
た
兄
・
權
五
文

と
弟
・
權
道
文
は
兄
弟
仲
が
良
く
、
二
人
揃
っ
て
宇

部
市
内
の
小
さ
な
炭
鉱
で
働
い
て
い
た
。
宇
部
新
川

の
サ
ー
カ
ス
興
行
を
見
に
出
か
け
た
時
、
長
生
炭
鉱

の
労
務
係
に
声
を
か
け
ら
れ
て
長
生
炭
鉱
で
働
く
こ

と
に
な
っ
た
。
二
人
は
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
中
で
は

年
長
者
だ
っ
た
。
実
父
（
道
文
）
の
社
宅
は
大
浴
場

近
く
、
海
岸
の
波
の
音
が
聞
こ
え
る
場
所
に
あ
っ
た

が
、
養
父
（
五
文
）
の
社
宅
は
石
炭
巻
揚
機
の
モ
ー

タ
ー
の
音
や
宇
部
線
の
電
車
の
音
が
聞
こ
え
る
山
側

で
あ
っ
た
。
私
は
赤
ん
坊
の
頃
、
伯
父
（
五
文
）
の

養
子
と
な
っ
た
。
労
務
課
長
の
柴
田
さ
ん
は
私
た
ち

に
優
し
か
っ
た
が
、
弟
の
方
は
柔
道
有
段
者
で
体
格

も
良
く
、
『
朝
鮮
人
寮
』
内
の
事
務
所
で
指
示
に
従

わ
な
か
っ
た
朝
鮮
人
や
逃
亡
し
た
朝
鮮
人
を
よ
く
叩

い
て
い
た
。
そ
の
悲
鳴
が
家
ま
で
聞
こ
え
た
。
実
母

は
ト
ロ
ッ
コ
運
搬
の
仕
事
を
し
た
。
何
函
運
ぶ
と
い

く
ら
も
ら
え
る
と
よ
く
話
し
て
い
た
。 

 

刻
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終
戦
後
、
私
た
ち
一
家
は
社
宅
を
追
い
出
さ
れ
、

し
ば
ら
く
六
畳
ほ
ど
の
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
で
生
活
し
た

（
母
と
私
と
妹
四
人
）
。
や
が
て
和
歌
山
の
同
胞
を

頼
っ
て
、
こ
こ
に
移
り
住
ん
だ
。
『
私
に
は
二
人
の

父
親
が
い
た
が
、
二
人
と
も
水
没
事
故
で
死
ん
で
し

ま
っ
た
』
。
も
っ
と
も
、
実
父
の
道
文
は
事
故
当
日
、

非
番
だ
っ
た
が
、
兄
の
五
文
が
坑
内
に
い
る
と
聞
く

や
否
や
、
坑
内
に
駆
け
込
み
、
再
び
帰
っ
て
来
な
か

っ
た
」
。 

 

栄
吉
さ
ん
は
当
時
を
回
想
し
て
一
気
に
話
さ
れ
た
。

妻
も
娘
さ
ん
も
お
孫
さ
ん
も
、
生
き
生
き
と
話
す
栄

吉
さ
ん
の
ご
様
子
に
驚
き
な
が
ら
も
喜
ん
で
お
ら
れ

た
。 

 

☆
終
わ
り
に 

 

ご
遺
族
の
高
齢
化
が
進
む
。
日
本
政
府
へ
の
働
き

か
け
を
急
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味

で
遺
族
の

DNA
検
体
は
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
特
に
日

本
人
ご
遺
族
か
ら
の

DNA
調
査
は
不
可
欠
だ
。 

 

昨
年
、
沖
縄
の
ご

遺
族
が
三
名
判
明
し

た
が
、
皆
さ
ん
の

DNA

に
つ
い
て
も
早
急
に

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
厚
生

労
働
省
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
際
の
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
る

端
緒
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。 

 
 

權栄吉さん(右から 2 人目)の自宅前で（2017.1.13） 

氏名 ハングル 続柄 犠牲者名 ハングル 

金亨洙 김형수 甥 金四郎 김사랑 

金鍾錫 김종석 息子 金彦俊 김언준 

孫石川 손석천 孫 孫長平 손장평 

孫普賢 손보형 曾孫 孫長平 손장평 

申載鳳 신재봉 息子 申龍業 신용업 

宋永順 송영순 孫 申龍業 신용업 

李起炳 이기병 孫の夫 申龍業 신용업 

楊玄 양 현 甥 楊壬守 양임수 

尹玉基 윤옥기 娘 尹徳龍 윤덕용 

宣德禮 선덕례 甥の妻 李泰榮 이태영 

全錫虎 전석호 息子 全聖道 전성도 

崔今碩 최금석 娘 崔泰龍 최태용 

黄鐘成 황종성 弟 黄鐘吉 황종길 

 ※当日配布資料では、李鍾順さんの名前がありましたが、都合により来日できませんでした。また、日本国在住遺族松山美代子

さんは犠牲者・曺在福さんの姪にあたられます。ここに訂正し、お詫び申し上げます。  

以前は、遺骨は海の中で溶けてなくなっているだ

ろうと思われていました。が、塩川正隆さんとの

出会いにより海の中でも骨は残っていることを知

り、遺骨収集の必要性を痛感しました。そして、

将来のために、年々亡くなっていく遺族の DNA 検

体採取をはじめています。1 検体にかかる費用は

約 15000 円で、採取できる検体も 3 親等以内に限

られています。問題は山積みですが、一歩一歩努

力を積み重ねて行きます。どうぞ今後ともご支援

ご協力よろしくお願いします。 (文責 山内弘恵) 

DNA 検体採取について 
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75
周
年
犠
牲
者
追
悼
集
会
報
告 

―
「
ア
ボ
ジ
ー
」
「
ハ
ラ
ボ
ジ
ー
」
「
ヒ
ョ

ン
」
ご
遺
族
の
祈
り 

届
け
！
ー 

  

75
周
年
追
悼
式
は
、
諸
般
の
事
情
で
例
年
よ
り
遅

い
２
月
18
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ

400
名
と
い
う
多
数
の
参
列
者
の
も
と

で
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
（
韓
国
遺
族
会
13
名

の
他
、
尹
玉
基
さ
ん
を
加
え
て
14
名
の
ご
遺
族
、
大

韓
仏
教
観
音
宗
の
僧
侶
、
信
徒
ら
約

230
名
）
。
ご
遺

族
皆
さ
ん
の
お
顔
が
輝
い
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
、
私

ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。 

 

「
刻
む
会
」
共
同
代
表
の
井
上
洋
子
さ
ん
が
「
75

年
経
っ
た
今
も
、
遺
骨
は
い
ま
だ
海
の
底
に
あ
る
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

私
た
ち
は
必
ず
遺
骨
を
引
き
揚
げ
、
故
郷
に
お
返
し

す
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

「
刻
む
会
」
は
ご
遺
族
の
思
い
に
寄
り
沿
い
な
が

ら
、
今
後
も
活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

黄
鍾
聲
（
フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）
さ
ん
の
証
言
（
犠

牲
者
の
弟
さ
ん
） 

（
兄
の
黄
鍾
培
さ
ん
の
証
言
含
む
。
犠
牲
者
：
黄
鍾

吉
さ
ん
享
年
18
歳
） 

 

私
は
１
９
４
２
年
４
月
14
日
、
ヒ
ョ
ン
（
兄
）
が

事
故
で
亡
く
な
っ
て
２
カ
月
余
り
後
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
た
兄
・
鍾
吉
は
（
ジ
ョ
ン

ギ
ル
）
は
18
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。
私
は
８
人
兄

弟
の
末
っ
子
で
、
兄
・
鍾
吉
は
わ
が
家
の
長
男
で
跡

取
で
し
た
。
一
番
上
に
姉
（
２
０
１
６
年
６
月
６
日

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
）
が
い
た
の
で
、
彼
は
二
番

目
の
子
ど
も
で
、
朝
鮮
半
島
（
全
羅
北
道
茂
朱
郡
）

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
８
人
の
子
ど
も
は
姉
が
一
人
、

あ
と
は
全
部
男
で
す
。 

 

事
故
の
日
、
兄
は
学
校
？
（
お
そ
ら
く
仕
事
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
戻
っ
て
来
る
こ
と
は
な
く
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
突
然
に
、

私
た
ち
一
家
に
兄
・
鍾
吉
が
長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故

で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
悲
し
い
知
ら
せ
が
届
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
す
ぐ
事
故
現
場
に
行
っ
て
鍾
吉
兄
の

遺
体
を
捜
し
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

オ
モ
ニ
は
今
ま
で
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
「
酒
と
た

ば
こ
」
に
浸
る
毎
日
に
な
り
ま
し
た
。
両
親
と
私
た

ち
は
１
９
４
５
年
８
月
ま
で
宇
部
で
過
ご
し
ま
し
た

が
、
解
放
後
、
韓
国
へ
帰
り
ま
し
た
。 

 

今
は
両
親
も
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
姉
も
昨
年
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
、
兄
弟
６
人
が
韓
国
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
兄
・
鍾
殷
（
ジ
ョ
ン
ウ
ム
）
は
２

０
０
７
年
に
、
兄
・
鍾
述
（
ジ
ョ
ン
ス
ル
）
は
２
０

０
７
年
・
２
０
１
３
年
・
２
０
１
４
年
・
２
０
１
６

年
に
、
兄
・
鍾
培
（
ジ
ョ
ン
ベ
）
は
２
０
１
５
年
に
、

そ
し
て
こ
の
た
び
、
私
が
75
周
年
追
悼
式
に
参
加
し

ま
し
た
。
犠
牲
者
の
追
悼
碑
を
建
立
し
て
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
２
０
１
７
．
２
．
18
、
文
責
：
内
岡
貞
雄
） 

 

観音宗による追悼の行事。晴

天の中、厳かにとり行われま

した。 
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【
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
報
告
】 

 
「
地
元
の
皆
さ
ん
と
『
地
元
の
歴
史
』
」
を
学
ぶ 

共
同
代
表 

木
村
道
江 

 

【
は
じ
め
に
】 

 

75
周
年
追
悼
式
か
ら
三
日
後
の
２
月
21
日
（
火
）
、

医
療
生
協
健
文
会
「
平
和
ま
ち
づ
く
り
学
校
」
の
主

催
で
長
生
炭
鉱
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
晴
天
で
良
か
っ
た

で
す
。 

 

私
自
身
、
こ
こ
数
年
体
調
不
良
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
は
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
が
、
今
回
、

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
で
き
て
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
今
回
は
「
地
元
の
歴
史
を
見
つ

め
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
宇
部
・
小
野
田
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
中
心
で
、
参
加
者
も
高
校
生
か

ら
高
齢
の
方
々
と
幅
広
い
年
齢
層
で
し
た
。 

 

【
コ
ー
ス
】 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
訪
れ
た
の
は
次
の
通
り
で
す
。 

ま
ず
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
「
西
光
寺
」（
事
故
後
、

先
々
代
の
住
職
さ
ん
が
作
ら
れ
た
183
の
位
牌
安
置
） 

→ 

長
生
炭
鉱
追
悼
ひ
ろ
ば
（
２
０
１
３
年
２
月
２

日
に
追
悼
碑
除
幕
式
の
場
所
。
追
悼
ひ
ろ
ば
の
説
明

板
や
本
名
・
創
氏
名
対
照
一
覧
な
ど
展
示
） 

→ 

途

中
、
海
岸
道
路
か
ら
「
朝
鮮
人
寮
」
を
見
る
（
こ
こ

は
『
募
集
』
で
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
若
者
が
、

強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
宿
舎
跡
。
「
寮
」
は
１
９

３
９
年
に
建
造
、
一
部
は
１
９
９
０
年
代
初
頭
ま
で

残
る
） 

→ 

長
生
炭
鉱
「
坑
口
」
（
数
メ
ー
ト
ル

の
土
砂
下
に
あ
る
が
、
２
０
１
５
年
に
熊
本
の
業
者

に
よ
る
電
気
調
査
で
「
坑
口
場
所
」
が
特
定
） 

→ 

ピ
ー
ヤ
の
見
え
る
西
岐
波
海
岸
（
二
本
の
ピ
ー
ヤ<

排
気
・
排
水
筒>

は
水
没
事
故
犠
牲
者
の
い
わ
ば
海
の

墓
標
。
沖
の
ピ
ー
ヤ
か
ら
約
七
百
メ
ー
ト
ル
沖
合
の

坑
道
の
天
盤
が
崩
落
、
183
人
が
犠
牲
） 

 

【
参
加
者
感
想
の
一
部
】 

〇
高
校
の
元
恩
師
・
山
口
先
生
が
「
長
生
炭
鉱
水
非

常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
の
代
表
を
長
く
し
て
お
ら

れ
た
方
だ
と
は
驚
き
ま
し
た
。
学
生
の
頃
も
っ
と

お
話
を
聞
き
、
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ

た
で
す
。
今
日
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

（
山
口
先
生
に
担
任
し
て
い
た
だ
い
た
方
） 

〇
「
内
岡
さ
ん
！
」
、
振
り
返
る
と
、
先
日
、
追
悼

式
の
時
に
宿
泊
し
た
旅
館
で
、
朝
食
の
お
世
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
で
し
た
。
現
場
仕
事
に
出
か

け
て
行
か
れ
る
宿
泊
の
皆
さ
ん
に
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
食
事
を
準
備
し
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
に
も

さ
り
げ
な
く
気
遣
う
様
子
を
垣
間
見
ま
し
た
。
そ

の
方
が
参
加
し
て
下
さ
っ
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

（
「
刻
む
会
」
内
岡
） 

〇
午
前
中
に
講
演
さ
れ
た
岡
本
正
和
さ
ん
（
健
文
会

理
事
）
が
「
長
生
炭
鉱
殉
難
者
之
碑
」
を
見
て
き

た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
は
長
生
炭
鉱
水
没

事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
顕
彰
碑
（
地
域
発
展

に
尽
く
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
す
る
）
で
あ
り
、

今
も
っ
て
、
宇
部
市
が
「
犠
牲
者
を
し
て
（
長
生

と
い
う
）
炭
鉱
に
命
を
か
け
た
人
び
と
」
と
称
賛

し
て
や
ま
な
い
と
い
う
現
実
を
思
う
時
、
こ
の
碑

は
反
面
教
師
と
し
て
参
考
に
な
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
前
出 

内
岡
） 

〇
私
の
住
む
隣
り
の
市
で
、
あ
の
よ
う
な
出
来
事
が

あ
り
、
犠
牲
者
が
多
く
出
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
戦
時
中
の
こ
と
と
い
え
ば
、
ど
う

し
て
も
広
島
・
長
崎
に
行
き
が
ち
で
す
が
（
い
ろ

ん
な
戦
争
の
悲
惨
さ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
）
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
友
人
や
先
生
に
伝
え

て
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え

て
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
陽
・
小
野
田
市
の
方
） 

  

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
明
る
く
前
向
き
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
元
の
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
積
極
的
な
気
持
を
持
っ

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

西光寺（犠牲者のご位牌を前に）

2017.2.21 
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ち
ょ
っ
と
ビ
タ
ー
な
お
と
な
の
修
学
旅
行 

―
山
口
県
立
大
学
学
生
企
画
― 

共
同
代
表 

井
上 

洋
子 

  

２
０
１
３
年
に
念
願
の
追
悼
碑
が
建
立
さ
れ
て
か

ら
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
申
し
込
み
も
格
段
に

増
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

人
権
教
育
意
識
の
高
い
九
州
方
面
の
関
係
者
か
ら
の

申
し
込
み
が
多
か
っ
た
。
地
元
山
口
県
の
人
権
団
体

や
学
生
か
ら
の
関
心
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
状
況
が

ず
っ
と
気
が
か
り
だ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
度
山
口
県
立
大
学
の
国
際
文
化
学

科
を
中
心
と
し
た
学
生
企
画
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
地
元
の
若
い
世
代

に
「
負
の
歴
史
を
語
り
継
い
で
い
く
」
ま
た
と
な
い

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心
か
ら
嬉
し
く
思

い
、
私
的
に
は
気
合
の
入
っ
た
案
内
と
な
っ
た
。 

 

新
年
早
々
の
１
月
８
日
、
寒
い
早
朝
に
大
学
を
出

発
し
た
バ
ス
は
、
９
時
す
ぎ
に
現
地
に
到
着
し
、
15

名
く
ら
い
の
学
生
の
中
に
は
韓
国
か
ら
の
留
学
生
２

名
も
含
ま
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
企
画
に
賛
同
さ
れ
た
大
人
の
参
加
者

も
４
、
５
名
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 

集
会
所
で
の
概
要
説
明
、
追
悼
広
場
や
ピ
ー
ヤ
へ

の
案
内
を
午
前
中
に
駆
け
足
で
進
め
、
一
行
は
そ
の

後
「
と
き
わ
公
園
」
内
の
石
炭
記
念
館
を
見
学
、
ま

た
様
々
な
動
物
た
ち
に
も
癒
さ
れ
た
旅
を
終
え
た
よ

う
だ
。 

 

企
画
者
の
一
人
Ｕ
さ
ん
は
、
２
月
18
日
、
75
周
年

追
悼
集
会
に
も
参
加
し
て
下
さ
り
、
「
ご
遺
骨
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
ご
家
族
の
も
と
に
帰
る
日
が
一
日
で

も
早
く
く
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
く
れ
た
。 

 

＊
皆
さ
ん
の
感
想
で
す
。 

１
．
今
回
長
生
炭
鉱
の
歴
史
と
悲
惨
な
事
故
に
つ
い

て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重

な
私
の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
「
長
生
炭
鉱
の
水

非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
の
皆
さ
ま
の
丁
寧
な
お

話
の
お
か
げ
で
、
当
時
の
日
本
人
が
朝
鮮
半
島
出

身
の
労
働
者
の
方
々
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
し
ま

っ
た
の
か
を
痛
感
し
、
こ
の
事
実
を
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
山
口
県
出

身
者
と
し
て
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
Ｃ
） 

２
．
長
生
炭
鉱
に
つ
い
て
知
る
良
い
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
地
元
に
住
ん
で
い
て
も
気
が
つ
か
な

か
っ
た
こ
と
が
沢
山
あ
り
、
負
の
歴
史
と
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
は
、
地
元
に
住
む
私
た

ち
に
と
っ
て
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
私
た
ち
と
同
世
代
の
子
供
が
感
じ
た
、

親
が
知
ら
な
い
地
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
と
い
う
悲

し
み
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
形
で
あ

れ
、
こ
の
事
実
を
知
り
語
り
継
ぐ
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。
良
い
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
Ｓ
） 

３
．
長
生
炭
鉱
と
そ
の
詳
し
い
歴
史
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
よ
く
理
解
で
き

た
よ
う
で
す
。
戦
後
の
遺
産
で
す
ね
。
我
が
国
は

処
理
が
下
手
な
よ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
障
害
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
眠
る
遺
骨
の
一
つ
で
も
返
せ

ば
、
日
韓
関
係
は
劇
的
？
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
か

ね
。
ま
た
、
海
に
あ
る
二
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

筒
、
あ
れ
が
ピ
ー
ヤ
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
何
故
、
炭
鉱
の
出
水
事
故
を
炭
鉱
用
語

で
「
水
非
常
」
と
い
う
の
か
も
わ
か
り
ま
し
た
。

（
Ｋ
） 

４
．
今
回
、
長
年
宇
部
市
民
で
あ
り
な
が
ら
長
生
炭

鉱
の
水
没
事
故
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
に
、

悲
し
い
歴
史
に
は
目
を
背
け
な
が
ら
過
ご
し
て
い

た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
当
時
ず
さ
ん
な
経
営

で
危
険
な
労
働
環
境
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
事
故
に

あ
わ
れ
た
朝
鮮
人
労
働
者
の
方
々
の
こ
と
を
思
う

と
胸
が
痛
み
ま
す
。
ま
た
事
故
後
も
遺
族
は
真
実

も
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
理
不
尽
な
対
応
で
ず
っ
と

苦
し
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
事
実
の
ま
ま

に
次
の
世
代
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

（
Ｈ
） 
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会計報告（2016/12/01〜2017/2/28） （円） 

【一般会計】 
  科 目 年度予算 期間実績 実績累計 率 備考 
  歳入           

1 会費 360,000 42,000 469,000 130.3%   

2 寄付金 1,200,000 367,410 822,401 68.5% ※ 

3 物販 60,000 6,200 20,100 33.5%   

  証言・資料集 30,000 6,000 13,600 45.3%   

  その他 30,000 200 6,500 21.7%   

4 雑収入 5,000 0 4,080 81.6%   

5 前期繰越金 0 0 0     

6 特別会計より繰入 0 0 0     

  合  計 1,625,000 415,610 1,315,581 81.0%   
                歳出           

1 事務費 55,000 4,430 53,892 98.0%   

2 広報費 280,000 46,800 136,549 48.8%   
3 会議費 30,000 0 0 0.0%   

4 追悼碑管理費 10,000 992 7,835 78.4% 電気代 
5 活動費 820,000 76,840 208,211 25.4%   

  学習会等 70,000 0 62,029 88.6%   
  追悼集会 500,000 0 0 0.0%   
  その他活動 250,000 76,840 146,182 58.5% 諸派遣、証言資料集 
6 他団体会費等 50,000 0 13,000 26.0%   

7 雑支出 40,000 6,440 23,996 60.0%   
 手数料 20,000 6,440 18,996 95.0%   

 その他 20,000 0 5,000 25.0%   
8 予備費 40,000 0 0 0.0%   

  小  計 1,325,000 135,502 443,483 33.5%   
9 特別会計へ繰出 300,000 0 0 0.0%   

10 繰越金 0 280,108 872,098     
  合  計 1,625,000 415,610 1,315,581 81.0%   

※ 寄付者（敬称略） 
 足立 龍枝 上田 道雄 大黒 春江 岡崎 絹江 兼重 健一 神谷 丹路 河合 喜代 菊池  登

 木村 未央 香渡 清則 斉藤美代子 佐々木洋子 白川 猶子 杉山ユキコ 鈴木 忠実 須原 志保

 澄田亀三郎 関谷 陽子 高橋  信 田上  中 田中  豊 崔 玉 任 崔 東 基 塚田  勲

 富樫 康雄 中島 郁子 永冨 彌古 西森 邦子 林  修二 林  尚志 韓 孝 子 福川 寿子

 藤井 泰子 藤本エイ子 松岡 節子 今村 元美 安村モミヨ 

 アジア共同行動山口 在日大韓基督教会小倉教会 

 在日本朝鮮人総連合会山口県本部 在日本大韓民国民団 山口県宇部支部 在日本大韓民国民団 小野田支部 在日

本大韓民国民団 山口県地方本部  在日本朝鮮人総連合会 宇部小野田支部 

 日朝協会山口県支部 日本基督教団宇部緑橋教会 日本基督教団下関教会 

 無窮花堂友好親善の会 （その他匿名 11 名） 

会員数（2017 年 3 月 16 日現在） 

 正会員：94 名、賛助会員：198 名（計 292 名）／寄付者：103 名／総計 395 名 

【追悼碑特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

前年度繰越金 1,978,116         

繰入金 0   繰越金 1,978,116   

合 計 1,978,116   合 計 1,978,116   

      

【遺骨収集等特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

前年度繰越金 1,517,660   DNA 検体採取鑑定 33,580  

繰入金 0   繰越金 1,484,080   

合 計 1,517,660   合 計 1,517,660   

以上感謝をもってご報告いたします。引き続きのご支援をお願い申し上げます。 
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運
営
委
員
会
報
告
（
２
０
１
６
年
12
月
17
日
〜
２
０
１
７
年
３
月
18
日
） 

事
務
局
長 

小
畑
太
作 

【
委
員
会
開
催
】 

１
．
第
10
回 

１
月
20
日
（
金
）
欠
席
２
名
。 

２
．
第
11
回 
２
月
10
日
（
金
）
欠
席
２
名
。 

３
．
第
12
回 

３
月
16
日
（
木
）
欠
席
３
名
。 

【
追
悼
ひ
ろ
ば
】 

韓
国
在
住
の
美
術
家
に
よ
る
、
脚
本
『
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
』

に
沿
っ
た
絵
画
設
置
の
連
絡
調
整
。 

【
遺
骨
等
収
集
】 

１
．
政
府
交
渉
の
た
め
に
国
会
議
員
に
仲
介
を
依
頼
す
る

た
め
の
交
渉
を
準
備
。 

２
．
遺
族
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
引
き
続
き
拡
充
中
。
在
日
遺

族
１
名
、
来
日
遺
族
４
名
、
日
本
人
１
名
の

DNA
検
体
を

採
取
、
内
５
名
分
の
解
析
済
。 

【
追
悼
集
会
】 

１
．
水
没
事
故
75
周
年
追
悼
集
会
の
実
施
と
実
施
に
向
け

た
連
絡
調
整
。 

２
．
琉
球
朝
日
放
送
の
事
前
取
材
に
対
応
（
１
月
31
日
）
。 

【
宇
部
市
長
と
の
協
議
】 

第
33
回
問
題
解
決
協
議
会
に
関
し
て
宇
部
市
長
に
日
程

連
絡
を
催
促
。 

１
．
ピ
ー
ヤ
の
説
明
板
に
つ
い
て 

11
月
30
日(

水)

「
長
生
炭
鉱
の
ピ
ー
ヤ
（
旧
長
生
炭
鉱

排
気
竪
坑
）
に
関
す
る
説
明
板
に
つ
い
て
の
要
望
」
に

対
し
て
宇
部
市
長
な
ら
び
に
教
育
長
よ
り
拒
否
の
回
答

を
12
月
16
日
付
で
得
る
。
こ
れ
に
対
し
て
40
余
名
の

呼
び
掛
け
人
と
共
に
第
二
次
募
集
を
準
備
、
今
号
の
『
刻

む
会
た
よ
り
』
よ
り
募
集
開
始(

同
封
資
料
参
照)

。 

２
．
ピ
ー
ヤ
等
の
保
存 

 

ピ
ー
ヤ
の
史
跡
登
録
の
申
請
に
つ
い
て
、
市
教
委
が

「
所
有
者
な
し
」
を
理
由
に
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
に
対

し
て
12
月
８
日
付
で
異
議
申
立
書
を
提
出
。
市
教
委
よ

り
１
月
10
日
付
で
従
前
の
理
由
で
拒
否
の
通
知
。 

 

護
岸
工
事
に
よ
る
ピ
ー
ヤ
前
海
岸
に
降
り
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
対
し
て
、
改
め
て
ピ
ー
ヤ
正
面
の
空
き
地
利

用
の
同
意
を
求
め
る
べ
く
要
望
書
作
成
に
着
手
。 

３
．
市
民
へ
の
教
育 

「
宇
部
市
石
炭
記
念
館
」
へ
の
展
示
に
つ
い
て
CG
化
を

専
門
家
に
依
頼
中
。 

４
．
追
悼
集
会
へ
の
協
力 

宇
部
市
平
和
運
動
団
体
等
活
動
費
助
成
金
制
度
と
い
う

市
民
の
知
ら
な
い
助
成
制
度
に
よ
っ
て
「
宇
部
市
日
の

丸
會
」
「
日
本
会
議
山
口
宇
部
」
主
催
の
「
建
国
記
念

の
日
宇
部
奉
祝
大
会
」「
天
皇
誕
生
日
宇
部
奉
祝
大
会
」

に
年
額
約
30
万
円
の
助
成
を
過
去
30
年
以
上
に
亘
り

助
成
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
当
会
の
他
、
４
団
体
の

連
名
で
是
正
を
求
め
る
抗
議
と
要
望
書
を
１
月
17
日

付
で
市
長
に
提
出
。
今
年
度
の
支
出
は
な
く
な
る
見
込

み
を
得
る
も
未
だ
正
式
回
答
待
ち
。
ま
た
同
制
度
に
基

づ
き
、
追
悼
集
会
へ
の
助
成
を
１
月
24
日
付
で
申
請
す

る
も
、
市
長
は
「
国
際
親
善
と
友
好
に
寄
与
」
し
て
い

る
と
し
な
が
ら
「
平
和
行
事
と
は
判
断
し
難
い
」
と
し

２
月
17
日
付
で
こ
れ
を
却
下
。 

５
．
「
遺
骨
等
の
収
集
と
返
還
」
「
追
悼
碑
へ
の
協

力
」
に
つ
い
て
は
時
間
が
無
く
継
続
。 

【
関
係
資
料
収
集
】 

紙
媒
体
資
料
と
映
像
資
料
の
い
ず
れ
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
行
中
。
将
来
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ラ
イ
ブ
ラ

リ
を
解
説
し
設
置
し
て
い
く
予
定
。 

【
資
料
の
発
刊
】 

１
．
韓
国
で
出
版
さ
れ
て
い
る
長
生
炭
鉱
に
関
す
る
書
籍

『
角
が
出
た
海
』
の
日
本
語
版
出
版
に
向
け
て
遺
族
会

を
介
し
て
著
者
と
の
連
絡
調
整
。 

２
．
証
言
・
資
料
集
『
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
―
「
刻
む
会
」

発
足
25
年
特
集
』
を
発
刊
。 

【
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
へ
の
助
成
金
停
止
問
題
】 

１
．
山
口
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
12
月
16
日
付
で
山

口
県
知
事
に
再
開
の
要
望
書
提
出
。
起
草
を
担
当
。
学

事
文
書
課
が
こ
れ
に
対
し
て
回
答
と
協
議
を
約
束
す

る
も
未
だ
日
程
調
整
中
。 

２
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
山
口
県
教
委
へ
の
質
問
と
要
望

（
11
月
30
日
付
）
に
対
し
て
、
県
教
委
よ
り
12
月
20

日
付
で
回
答
。
内
容
は
私
学
法
を
盾
に
所
管
外
で
あ
り

回
答
し
な
い
旨
。
こ
れ
に
対
し
１
月
11
日
付
で
法
の
理

解
と
運
用
の
過
ち
を
指
摘
し
再
度
の
質
問
と
要
望
を

提
出
。
起
草
を
担
当
。
県
教
委
は
２
月
13
日
付
で
従
前

通
り
の
回
答
。 

３
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
山
口
県
議
会
へ
次
年
度
よ
り

再
開
す
る
旨
の
請
願
書
を
２
月
28
日
付
で
提
出
。
議
会

文
教
警
察
委
員
会
が
３
月
14
日
、
わ
ず
か
５
分
足
ら
ず

の
審
議
に
お
い
て
賛
成
１
名
で
少
数
否
決
。
反
対
意
見

は
予
算
計
上
不
可
の
根
拠
と
し
て
「
北
朝
鮮
」
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
と
の
法
的
無
知
を
露
呈
す
る
の
み
。 

４
．
宇
部
市
議
会
へ
の
請
願
の
『
議
会
だ
よ
り
』
へ
の
不

適
切
な
報
告
に
つ
い
て
12
月
20
日
付
で
議
長
よ
り
対

応
し
な
い
と
の
回
答
。
１
月
４
日
付
で
再
度
の
要
望
を

す
る
も
未
だ
回
答
な
し
。 

 

そ
の
他
事
項
は
「
活
動
日
誌
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。 
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活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
以
降) 

※
太
字
…
詳
細
は
記
事
に
て
紹
介 

２
０
１
６
年 

▽

月

日(
金) 

『
刻
む
会
た
よ
り

63
』
発
送
作
業 

２
０
１
７
年 

▽
１
月
８
日(

日) 
山
口
県
立
大
学

 

▽
１
月

日(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
山
口
県
庁
前
座
り
込
み
・
座
談
会 

▽
１
月

日(

金) 

福
井
栄
吉
さ
ん
の

検
体
採
取 

▽
１
月

日(

土) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
会

議
・
飛
田
雄
一
さ
ん
出
版
記
念
会 

▽
１
月

日(

金) 

第

回
運
営
委
員
会 

▽
１
月

日(

火) 
(

琉
球
朝
日
放
送)

取
材 

▽
２
月
３
日(

金) 

五
藤
美
智
子
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り 

▽
２
月
５
日(

日) 

日
本
人
遺
族
来
訪 

▽
２
月
９
日(

木) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
山
口
県
庁
前
座
り
込
み
・
座
談
会
・
長

崎
由
美
子
さ
ん
に
よ
る
学
習
会 

▽
２
月

日(

金) 

第

回
運
営
委
員
会 

▽
２
月

日(

金) 

追
悼
集
会
前
日
準
備 

▽
２
月

日(

土) 

長
生
炭
鉱
水
没
事
故

周
年
追
悼
集

会 

▽
２
月

日(

日) 

韓
国
遺
族
と
の
交
流
・

検
体
採
取 

▽
２
月

日(

火) 

医
療
生
協
健
文
会 

平
和
ま
ち
づ
く

り
学
校

 

▽
２
月

～

日(

金
～
日) 

国
際
交
流
切
手
ま
つ
り 

▽
３
月
４
日(

土) 

松
山
美
代
子
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り 

▽
３
月
８
日(

水) 
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ

ッ
ト
に
対
す
る
山
口
県
庁
前
座
り
込
み
・
座
談
会 

▽
３
月

日(

木) 

第

回
運
営
委
員
会 

▽
３
月

日(

金) 

中
元
寿
一
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り 

２月 24 日～26 日の 3 日間、防府アスピラー

トで開催された国際交流切手まつり。 

今年度も後援団体として協力しました。 

パネルを展示し、「アボジは海の底」ＤＶＤ

の上映などを通し、来場者との交流をはか

りました。 

定期総会のご案内 

2017年 5月 20日(土) 
14：00～14：30 総会 
15：30～16：30 映画上映会 

「払い下げられた朝鮮人」 

※関東大震災時朝鮮人虐殺記録映画・

第 2 部作、呉充功監督 

年に一度の定期総会です。ぜひご参加く
ださい。正会員の方には 5 月中旬に議案
書をお送りします。出欠のご連絡をお願
いします。 

☆春のフィールドワ

ークチラシ 

☆証言資料集３ 

☆長生炭鉱のピーヤ

(旧長生炭鉱排気

竪坑)に関する説

明板についての要

望書 

☆振替用紙 

『たより』同封物 


